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【用語解説】（※１）転写：遺伝子の DNA配列が mRNAに写し取られる過程のこと。 

（※２）翻訳：mRNAの配列情報を基にアミノ酸がつなぎ合わされてタンパク質が 

合成される過程のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
         【お問い合わせ】 大学院農学研究院 准教授 松下智直 （マツシタ トモナオ） 
                       TEL：092-642-3371  FAX：092-642-3371  MAIL：mat@agr.kyushu-u.ac.jp 

(参考図) 植物の光受容体フィトクロムは、

転写開始点の制御により、数百という数の

タンパク質の細胞内局在を変化させる。 

 

 

 

 

 

世界に先駆け、1 つの遺伝子から機能の異なるタンパク質を生じる普遍的な仕組みを解明 

〜様々な応用研究の基盤となる生物学上の重要原理の発見〜 

 生物の複雑さはタンパク質の種類の多さに依存しますが、ある 1 つの生物種が持つ遺伝子の数

は限られています。したがって、より高度な生命活動を営むためには、機能の異なる複数のタン

パク質を 1つの遺伝子から生み出す仕組みが必要となります。 

 九州大学大学院農学研究院 松下 智直 准教授、牛島 智一 特任助教らの研究グループは、九州

工業大学情報工学部 花田 耕介 准教授らの研究グループ等との共同研究により、転写（※１）を

開始する位置（転写開始点）のコントロールが、転写や翻訳（※２）と並んで、真核生物の遺伝

子発現制御における新しい普遍的なステップとして、タンパク質の種類の増加に少なからず寄与

することを、世界に先駆けて示しました。 

 研究グループはこのたび、植物の光を受容するタンパク質であるフィトクロムが、2,000 を超

える数の遺伝子に直接働きかけてそれらの転写開始点を変化させ、その結果、約 400 遺伝子のそ

れぞれから、細胞内での存在場所が異なる複数のタンパク質が生じることを発見しました。さら

にこの仕組みにより、1 つの遺伝子から生じる複数のタンパク質が細胞内の異なる場所で異なる

機能を果たすことで、植物の様々な光環境への適応に働くことを実験的に明らかにしました（下

図）。 

 同規模の転写開始点変化は、フィトクロムに限らず、あらゆる刺激に伴って、真核生物におい

て共通の仕組みで起こるものである可能性が高く、したがって今後この現象の詳細なメカニズム

が解明されれば、生物学上の大きな進歩となることは間違いないと考えられます。 

 本成果は、科学技術振興機構(JST)戦略的創造研究推進事業（さきがけ）によって得られました。

本研究成果は、2017 年 11 月 9 日（木）正午（米国東部時間）に、米国科学誌『Cell』にオンラ

イン掲載されました。 

研究者からひとこと： 

植物の光受容体を研究していて、偶然に

も今回の発見に恵まれました。本基礎

研究の成果は、「遺伝子発現制御」と

いう一般的な概念に新たな次元をも

たらすものであり、将来的には教科書

に記載されるなどして、科学的啓発と

いう観点から社会・国民に広く還元さ

れるものと考えられます。目先の応用

に囚われない基礎研究の大切さを、少

しでもアピールできたらと思います。 


